優希ファンだより

第９号　２００９年９月発行　　優希ファン代表：咲樹
なぜ、ファンだよりを書くの？

目に見えるものばかりもてはやされる時代に。
　整骨院歴４年目。週に１回通っています。整骨院に行って定期的な治療を受ける、それは自分の体と向き合うことを意味します。「あ、ここが痛かったんだ」と治療を受けることにより、現在の体の状態がわかるようになります。

　もっとも、治療をはじめて１、２回でわかるはずもなく、院長に「今日は肩がこってるな」「右足が固いで」と毎回体の状態を明確に繰り返し言ってもらう中で、理解できるようになってきました。

　自分の状態を認識することは、とても大切なことだと思います。だけど、その大切さに、どのくらいの方が気づいておられるか、私は強く疑問に感じています。

　巷で話題になっているダイエットグッズは買うのに、ブランドものの数万円するバッグはためらいなく買うのに、どうして自分の体の健康のためには、お金も、時間も出さないのか。こんな風にファンだよりを発行し始めたのも、そういう人が多い世の中に、「整骨院に定期的に通う、というスタイルを知らせたい、気づいてほしい」と想ったからです。
（健康管理には保険が使えないのが残念です、民主党さんが何とかしてくれるかな？）
失敗なんて無い、何を書いてもいい。

　私がこのファンだよりを書く時の院長の口癖は「何を書いてもいいよ」でした。

一見無責任に聞こえますが、最終的には院長が目を通して判断するから自由にやっていいよ、というものでした。「自由にやっていい」まあ私がボランティアで書いているものなので、何を書いても良いのだろうけど、その発言に私は院長の包容力を感じました。

　最近の世の中は「この言葉は使わない方がいい」「失敗しないよう慎重に」等、否定的な言葉／思想が飛び交っています。そんな中で、「何を書いてもいい」という言葉は私の身を軽くしてくれ、同時に優希という空間は、名前通り優しい空間だなぁと感じました。

自分を探すんじゃなく、自分と向き合う。
　自分探し、という言葉が流行した時がありましたが、自分は探すものではないですよね。今、ここにいる自分が全てですよね。

　自分自身と肉体面だけでなく、精神面でも、真正面から向き合えていない人が多いと感じます。私が優希に通っているのは治療が主ですが、それだけではありません。１０％くらいは、悩み事を相談したり、愚痴を言ったり、コミュニケーションをとることも目的です。

　サービス業ではないので、無難な心地よいだけの言葉は返ってきません。「それは違うやろ」「こうしたら？」と院長が心から想った言葉で答えてくれます。心から応じてくれるのです。

　心と心がふれあい、体をサポートしてくれる優希鍼灸整骨院が私は大好きです。
優希をより多くの人に知ってほしいから





















